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クロマグロ資源の減少によってクロマグロの漁

獲規制が世界的に一層強化されようとしている。

大西洋まぐろ類保存国際委員会(ICCAT)が 地 中

海を含む東大西洋 におけるクロマグロの漁獲枠を

大幅に削減したのに続いて、太平洋においても

中西部太平洋まぐろ類委員会(WCPFC)が メバチ

マグロに対して漁獲枠を設定し、さらにクロマグロ

に関しても漁獲努力量に関する規制導入を決定

した。そこで、資源 に負荷を与えない完全養殖技

術を用いた人口種苗生産の産業化に対する期待

が高まっている。このような状況 一ドで、当稿はクロ

マグロの価格水準を天然のクロマグロ、ミナミマグ

ロ、およびメバチマグロに関する漁獲規制との関

係によって分析 し、完全養殖クロマグロの経済性

についての展望を提供するものである。

日本市場 におけるクロマグロ供給の動 向

日本市場におけるクロマグロの供給は、国産天

然クロマグロ、輸入クロマグロ、国産養殖クロマグ

ロから構成される。図1に 示すように1980年 代以

前には国産天然クロマグロが 日本市場への供給

の大部分を占めていたが、1980年 代に入ると太

平洋における漁獲量の減少や国内需要の増加に

よって輸入が増加し始めた。さらに円高もこの傾

向を加速させた。この時期には輸入クロマグロだ

けではなく代替財としてのメバチマグロの供給も

増加したため、クロマグロの価格上昇には一定の

粛止めをかけられたものの、クロマグロ価格は大き

くL昇 した。1990年 代に入ると、輸入天然クロマグ

ロは徐々に地 中海産を中心とする蓄養クロマグロ

によって代替された。この海域ではフランスやイタ

リア等の巻網漁船によって産卵後のクロマグロが

捕獲され,ス ペインやクロアチア等で数か.月の蓄

養を行った後,日 本に向けて出荷される。さらに、

オーストラリア産の蓄養ミナミマグロや国産蓄養ク

ロマグロも供給されるようになった。

国産蓄養クロマグロの最近の供給量は年間約

5,000トンである。このうち,約 半数が 日本水産,

極洋,マ ルハニチロホールディングズによると推

定されている。これら水産企業3仕 は生篭の増設

など生産能力を拡張しており,2009年 度には合

計3,000ト ンの生産が見込まれる。水産企業に加

えて,近 年の養殖ブリやマダイの価格 一ド落によっ

て,家 族経営型蓄養の参入も始まっている。した

がって,2009年 度 には家族経営型と企業型の蓄

養を合わせて1万 トン程度に達すると推定されて

いる(日本経済新 聞(2008))。

マグロ漁獲規制の動向

現在輸入されているクロマグロの大部分は地 中

海で蓄養されたクロマグロである。資源の減少と

ICCATに よる厳しい漁獲規制によって、この部分
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考えられる。中国が今後とも高い経済成長率を持

続 してマグロ類を大 量に消費するようになれば、

中国を消費国に含めるモデル拡張が必要となる。

仮定2に ついても、メバチマグロの消費量がクロマ

グロやミナミマグロと比較して圧倒的に多いことか

ら妥'llであると考えられる。以Lを モデル化すると、

そのフローチャー トは図2の ようになる。

価格 決 定モデ ル のパ ラメー タ

時 系列デ ー タに最小 一二乗法 を適 用 して、パラメ

ータを計測 した。並要なパラメー ター は次 のとお り

である。

まず 、メバ チマグロに関 して、メバ チマグロの世

界 計の漁獲 量 が1%増 加す ると、メバチマ グロ価

格 は0.72%ド 落す る。

次 に、クロマグロに関 して、メバチマ グロ価格 が

1%L昇 するとクロマグロ価 格 は0.89%L昇 する。

これ は 、メバチ マグロが刺身 マグロの標 準 であるこ

と、および 、メバ チマグロとクロマグロの需 要にお

ける代替 関係 を反 映 するものである。

また、ミナミマグロ漁獲 量 が1%増 加す るとクロ

マグロ価格 は0.09%ド 落する。さらに、メバチマグ

ロとクロマグロの漁獲 量の比 率 が1ポ イントL昇 、

す なわち、クロマグロがメバ チマグロに対 して相 対

的 に希少 になれ ば 、クロマグロ価格 は0.12%-L昇

す る。

需 要サイドか らの影響 として、日本の1人 当たり

GDPが 増加 す るとクロマグロ需 要が増 加 して価 格

がL昇 す るが 、GDPが 増加 を続 けると需 要が飽

和 に近付 くため 、価 格へ の影響 が逓減 する。

シミュレーション結果

マグロの供給 量からマグロ価格を推定した結果

を表1に 示す。マグロの供給 肚は、各海域におけ

るクロマ グロとメバ チマグロの漁獲 童の合 計値 、お

よび オーストラリア周 辺 にお けるミナ ミマグロの漁

獲 量から構 成 され る。

このモデル を川 いて価 格を 予測す るに際 し、2

つ の代 替rl勺なシナ リオを設 定す る。シナ リオAは

最 近 合意された漁 獲枠 が完 全 に実施 された場合

である。また、シナ リオBは 大 西洋 クロマ グロ、ミナ

ミマグロ、太 平洋 メバ チマグロに対 して一一一層 厳 しい

漁獲 枠 が適川 される場合 である。

以 上の各 シナリオ において、日本 の1人 当たり

実 質GDPを2006年 と同水 準としてお り、また、日

本 の養 殖 クロマグロの生 産量 を1万 トンと設 定 して

いる。このため 、当シミュレー ションは、現 時 点で

の養殖 マグロ生産 量を前提 として、日本経 済 が

2008年 に生 じた世界 金融 危機 から回復 した段 階

での価格 予測 値 を提 供 することとなる。

シナ リオAに 基づ くと、クロマグロとメバチマ グロ

の卸 売価格 は2006年 水 準 と比較 して、それぞ れ

24%、19%ヒ 昇す し、3,691円/kg、1,088円/kgと

なる。また 、シナ リオBに 基づ くと、それぞれ38%、

36%のL昇 が生 じ、4,10111」/kg、1,242円/kgと な

る。以Lの 分 析 によって、クロマ グロ価格 の面から

見ると、完 全養 殖経 営 の収 益性 は大 幅 に向一ヒす

ると考えられ る。

それ では 、コスト面ではどうであろうか。完 全養

殖 技術 による人 工種 苗を川 いた養殖 と比較 して、

蓄養 方式 による養殖経 営 の脆 弱性 は天然種 前の

入 手にお ける不 確 実性 にある。流 通 ・リスク分析 グ

ル ープ にお ける他 の研 究成 果 によって、天 然種

酊の価格 は蓄 養 クロマグロの生産 量 と相 関が高

いことが解 明されている。したがって、クロマグロ

成 魚の価 格E昇 に対応 して養 殖 による生産 量を

増加 させ ようとする場 合、蓄養 方 式では蓄養 原魚

の価格 一L昇を通 じて生産コストが一L昇するという
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問題を抱えている。したがって、蓄養方式に対し

て、完全養殖 方式が一層有利 になるものと判断さ

れる。

結論

天然クロマグロの資源減少によって、世界的に

漁獲規制が強化されようとしている。このため、ク

ロマグロ人工種苗生産の産業化とその種苗を用

いた養殖に対する期待が高まっている。

日本経済が現在の不況から回復し、現時点で

合意されている漁獲枠の削減が実施された場合

に予想される価格水準をシミュレーションした結果、

対2006年 比でクロマグロ24%上 昇、メバチマグロ

19%上 昇という予測値が得られた。さらに、蓄養

表1

に使川する天然種苗(ヨコワ)の価格上昇やヨコワ

漁獲に対して将来予想される規制リスクを考慮す

ると、完全養殖マグロの収益性は蓄養に対して大

きく向Lす ると判断される。

このように、完全養殖クロマグロは蓄養方式に

対して相対的に有利 になることがほぼ確実である。

しかし、生産費の約5割 を占めるのは飼料費であ

り(中原(2004))、 絶対的な収益1生はこの部分をど

のように削減させるかに依存する。したがって、当

面は天然マグロの漁獲規制によって追い風をうけ

るものの、長期的に見た完全養殖クロマグロの収

益性 向Lの ためには飼料効率の改善も求められ

る。

シミュレーション結 果

漁 獲 量(ト ン) 価格 (円/kg)

2006年 シナリオA シナ リオB 2006年 シナ リオAシ ナ リオB

天 然 クロマグ ロ 太平洋 8,135 8」35 8」35 日本 のクロマグ ロ 実績値 2,972

大西洋 32,275 15,300 10,000 予測値 3,6914,101

小計 40,410 23,435 18,135

日本の養殖 3,500 10,000 10,000 日本 のメバチ マグ 【実績値 915

クロマグロ 計 43,910 33,435 28」35 予測値 1,0881,242

ミナミマグ ロ 12,572 9,449 9,449

メバチマグ ロ 太平洋 246,837 155,738 100,000

インド洋 11t611 111,611 11t611

大西洋 66,251 66,251 66,251

計 424,699 333,600 277,862

日本 の実 質GDPは2006年 の429万 円(世 界銀 行 一WDrに よる)を使 用 し、漁 獲 枠 の設 定 され て いない海 域 ・魚 種 の 漁

獲 量 はFAO"FISHSTAT"に よる、,

文 献

1)CommissionfbrtheConservationof鴨

SouthernBluefinTuna(2006),Reportofthe

ThirteenthAnnualMeetingofthe

Commission,PP.1-135.

2)lnternationa】CommissionfbrtheConservation

ofAtlanticTunas(2008),ReportoftheStanding

CommitteeonResearchandStatistics,pp.1-241.

3)InternationalScientificCommitteefbrTunaand

Tuna-1ikeSpeciesintheNorthPaciflcOcean

(2008),ReportofthePaciflcBluef玉nTuna

WorkingGroupWorkshop:Annex7,pp.1-67.

4)水 産 総 合 研 究 セ ン タ ー(2008)国 際 漁 業 資 源

の 現 況 。

http://kokushijob.aff㌃c.gojp/index-2.html

5)竹 内 幸 夫 ・市 野 川 桃 子(2008)太 平 洋 ク ロ マ グ

ロ 天 然 資 源 の 現 況 、ア ク ア ネ ッ ト、12.月 号 、

403



pp.36-42.

6)鳥 居 享 ・∫J(2008)養 殖 マグロの生 産 量推 移 と大

手資本 の動 向,養 殖9月 号,PP.25-27。

7)中 原 尚知(2004)ク ロマグロ養 殖経 営 の現 段 階

にお ける特質,地 域 漁 業研 究,第45巻 第1号,

pp.137-1530

8)日 本経 済新 聞(2008)高 級 マグロ養殖拡 大,

12jJ9日0

9)婁 小波(2008)マ グロの需給 関係 と市場構 造,

小野 征 一一郎編 著 マグロの科 学,成 山堂 書店,

pp.302-3270

404,




